
 

  公益社団法人 茨城県青少年育成協会 

令和７年度事業報告及び収支決算について 

   

【 事業報告 】 

実施事業の概要 

明日の茨城を担う青少年が、豊かな心を育み、たくましく成長し、自立・活躍でき

る社会を実現することは、すべての県民の願いです。 

 しかしながら、情報化、少子高齢化など、急激な社会の変化に伴い、家庭や地域の

教育力が低下している今日、規範意識や社会性の低下、思いやりの欠如、いじめ、不

登校・ひきこもり・ニート等の問題が指摘されるとともに、さらには、ＳＮＳで「楽

で、簡単、高収入」を強調するいわゆる「闇バイト（犯罪実行者募集）」に荷担させら

れる事件が多発しています。 

 一方、茨城県では、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送る

ことができる「こどもまんなか社会」の実現のため、こども基本法第１０条に基づく

「茨城県こども計画」を策定し、各種施策を進めているところです。 

 このような状況を踏まえ、当協会としては、地域の大人自らが、その役割を自覚し、

学校・家庭・地域社会が相互に連携・協力していく「大人のマナーアップ運動―大人

が変われば、子どもも変わる―」の普及促進を県民運動の根幹に据え、各種事業に取

り組みました。特に「地域を編む孤立０（ゼロ）プロジェクト事業」をとおして、課

題を抱える青少年への理解を深めるとともに、地域ネットワ－クの構築に向けた情報

提供・共有に努めました。また、青少年の自立心や社会性を育む「少年の主張茨城県

大会」を継続して開催しました。 

  さらに、青少年育成県民運動の更なる発展を目指し、青少年育成市町村民会議の全

市町村設置の働きかけを行うとともに、関係機関・団体との連携を一層図りながら、

次の７項目を重点目標として各種活動を展開しました。 

 

重点事業 

１  ｢大人のマナーアップ運動―大人が変われば､子どもも変わる―｣の普及推進 

２ 「あいさつ・声かけ運動」の推進 

３ 「少年の主張茨城県大会」等青少年主張大会の充実 

４ 「明るく楽しい家庭づくり」運動の推進 

５ 「地域を編む孤立０（ゼロ）プロジェクト事業」の推進 

６ 青少年育成市町村民会議、関係機関、ＰＴＡ、その他関係団体との連携強化 

７ 県立青少年会館の運営に関わる事業の充実 

 



 

１ 「大人のマナーアップ運動―大人が変われば､子どもも変わる―」の推進では、関係

機関・団体と連携して主要駅やスポ－ツの試合会場でのキャンペ－ンを実施するとと

もに、市町村との連携による啓発物品の共同作製をとおして普及啓発に努めた。 

 

２ 「あいさつ・声かけ運動」では、１１月を強調月間と定め、関係機関・団体と連携

し、上記１と同時期にキャンペ－ンを実施するとともに、青少年育成市町村民会議、

関係団体等の取り組みの支援に努めた。 

 

３ 「少年の主張茨城県大会」については、地元中学生の参加のもと、青少年に社会の

一員であることの自覚を促す効果的な機会となった。また、これに併せ、ラジオ番組

への出演を通して広く県民にPRするとともに、発表記録集及び主張発表を収録した

ＣＤを作成し、中学校、市町村及び正会員団体等に配付して、青少年の健全育成に対

する県民の理解と関心の向上に努めた。 

 

４ 「明るく楽しい家庭づくり」運動の推進では、小学生及び中学生から「家庭の日」

を主題とした絵画やポスターを募集した。市町村から推薦を受けた作品について、専

門家による審査会を設置し、最優秀作品を選定した。また、全作品を機関紙「あけぼ

の」で紹介するとともに、県央・県南二カ所で作品展を開催し、「家庭の日」の普及啓

発の充実に取り組んだ。 

 

５ 地域を編む孤立０（ゼロ）プロジェクト事業では、困難を抱える子ども・若者の支

援活動に取り組む団体を公募し、３団体に補助金を交付するとともに、当協会役員に

よる、活動に対する助言等をとおして連携・協働を促進した。 

また、地域での子どもたちとの関わり方をテ－マに関係団体による合同研修会を開

催し、ワ－クショップ等を通して認識を深めるとともに情報共有に取り組んだ。 

 

６ 青少年育成市町村民会議、関係機関、ＰＴＡその他関係団体との連携強化では、青

少年育成市町村民会議が開催する各種会議、研修会等に出席・参加し、情報の共有化

や活動の支援を行った。 

 

７ 県立青少年会館の運営に関わる事業の充実では、利用促進を図るため、当館利用

者へのサービスの向上及び会館の環境整備に努めるとともに、各地域で活躍してい

る高校生の交流の場を設定し、意見交換や研修を通して、青少年リ－ダ－の養成を

図った。 



実施事業の内容 

 

 

Ⅰ 県民運動推進事業 

◎ 県青少年育成協会の組織体制 

役員    会 長  １名 

副会長  ６名 

理 事  29名（会長、副会長を含む） 

監 事  ２名 

事務局職員  事務局長１名  副主査１名  係長１名  主事１名 

常勤嘱託員１名  非常勤嘱託員６名  事務局員１名 

 

１ (公社)茨城県青少年育成協会の運営 

（１）総会 

①令和７年度定時総会 

〇開催日  令和７年６月 20 日(金) 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇出席正会員  92 名中 86 名（書面表決者 35名を含む） 

〇議  事  以下の議案について審議し、承認可決した。 

議案第１号 令和６年度事業報告及び収支決算について 

監査報告 

議案第２号 役員の補欠選任について 

〇その他  次の項目について説明した。 

（１）基本財産の預け替え及び執行状況について 

・退任する役員及び事務局長から退任の挨拶があった。また、新たに就任

する役員及び事務局長から就任の挨拶を行った。 

（２）理事会等 

①理事会 

（第１回） 

〇開催日  令和７年４月 23 日(水) 

〇会 場  決議の省略（書面決議） 

〇議 事  議案第１号 令和７年度補正予算について 

〇同意書  理事 29 名中 29 名全員から議案の決議についての同意を得た。 

〇確認書  監事 ２名中 ２名全員から異議なしの確認を得た。 

 

 



（第２回） 

〇開催日  令和７年６月３日(火) 

○会 場  県立青少年会館(水戸市) 

○出席理事 29名中 22名 

○出席監事 ２名中１名 

○議 事  以下の議案について審議し、承認可決した。 

議案第１号 令和６年度事業報告及び収支決算について 

議案第２号 令和７年度定時総会の開催について 

議案第３号 役員の補欠選任について 

議案第４号 事務局長の任免について 

〇報告事項 以下について報告した。 

（１）会長報告 

事業の執行状況について（令和７年５月末日まで） 

（２）基本財産の預け替え及び執行状況について 

・定時総会で退任予定の役員及び事務局長から退任の挨拶があった。 

（第３回） 

〇開催日  令和８年２月 25 日(水) 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇出席理事 29名中 17名 

〇出席監事 ２名中１名 

〇議 事  以下の議案について審議し、承認可決した。 

議案第 1号 令和８年度活動方針並びに事業計画(案)につ  

いて 

議案第２号 令和８年度予算(案)について 

議案第３号 役員改選の基本方針について 

〇報告事項 以下について報告した。 

（１）会長報告 

事業の執行状況について（令和８年２月 24 日まで） 

（２）基本財産の運用状況について 

②正副会長会議（役員連絡会議） 

正副会長会議は協議の他、役員相互の情報共有として、事業の執行状況、関

係団体への出席結果及び事務局からの報告等を行った。 

（第１回） 

〇開催日  令和７年７月８日(火) 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇出席者  正副会長７名中６名出席 

〇内 容  情報共有、事業内容の確認などについて協議した。 



（第２回） 

〇開催日  令和８年１月 16 日(金) 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇出席者  正副会長７名中５名出席 

〇内 容  第３回理事会に上程する議題、感謝状の贈呈及び今後の事業内

容などについて協議した。 

③監査の実施 

〇開催日  令和７年５月 27 日(火) 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇出席者  監事２名中２名出席 

〇内 容  令和６年度事業報告及び収支決算について、菊地則行監事及び

堀江英夫監事が監査を行った。 

 

２ 県民運動推進事業 

（１）青少年育成活動推進意見交換会 

①第１回 

〇開催日  令和７年４月 25 日(金)（青少年育成研修会と同時開催） 

〇会 場  県立青少年会館(水戸市) 

〇出席者  108 名（35市町村、12正会員） 

〇内 容  令和７年度事業計画・収支予算の説明 

県青少年育成協会への要望等の意見交換 

②第２回 

〇開催日  令和７年６月 20 日(金) (定時総会と同時開催) 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇出席者  86名 

〇行政説明 「世代間のギャップを解消するために」 

講師：For Everyone Study 代表 植竹 智央 氏 

（２）広報活動 

青少年育成県民運動を広報啓発するため、ホームページ、機関紙等の各種媒

体を活用して広報活動を行った。 

〇機関紙「あけぼの」 

・第 138号 令和８年３月発行 16ページ 5,000部 

・配 付 先 市町村、市町村民会議、正会員、賛助会員、県庁関係課、 

県等関係機関・団体、都道府県民会議等 

 

 



（３）各種表彰 

①青少年団体等顕彰 

地域で地道に優れた活動を展開している青少年団体、青少年、青少年育成

団体及び青少年育成指導者を表彰し、その活動を奨励した。 

〇青少年団体等顕彰選考委員会 

・開催日  令和８年１月 16 日(金) 

・会 場  県立青少年会館（水戸市） 

・出席者  選考委員８名中６名出席 

〇顕彰式 

・開催日  令和８年２月 10 日(火)（青少年健全育成茨城県推進大会に 

おいて開催） 

・会 場  ひたちなか市文化会館（ひたちなか市） 

・顕彰件数 16件 青少年団体・青少年グループ ６団体 

青少年 １名 

青少年育成団体・青少年育成グループ ２団体 

青少年育成指導者 ７名 

②感謝状贈呈 

令和７年度青少年育成県民運動に貢献した団体等へ感謝状を贈呈した。 

〇感謝状贈呈式 

・開催日  令和８年２月 10 日(火)（青少年健全育成茨城県推進大会に 

おいて開催） 

・会 場  ひたちなか市文化会館（ひたちなか市） 

・贈呈件数 11件（敬称略） 

＜多額の活動助成金を寄せられた団体＞ 

ライオンズクラブ国際協会 333－Ｅ地区（水戸市） 

＜「青少年健全育成茨城県推進大会」に多額の活動助成金を寄せられた法人＞ 

公益財団法人 げんでん ふれあい茨城財団（東海村） 

＜「地域を編む孤立０(ゼロ)プロジェクト」に多額の活動助成金を寄せられた法人＞ 

株式会社ケーズホールディングス（水戸市） 

＜少年の主張茨城県大会に貢献された法人・団体＞ 

株式会社 鹿島アントラーズ・エフ・シー（鹿嶋市） 

青少年育成城里町民会議（城里町） 

＜「あいさつ・声かけ運動」に貢献された法人＞ 

公益財団法人ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社（ひたちなか市） 

株式会社 フットボールクラブ水戸ホーリーホック（水戸市） 

株式会社 茨城ロボッツ・スポーツエンターテインメント（水戸市） 



＜「家庭の日」絵画・ポスター事業に貢献された法人＞ 

ぺんてる株式会社 茨城工場（小美玉市） 

イオンモール水戸内原（水戸市） 

イオンモールつくば（つくば市） 

（４）会議等への出席 

青少年育成県民運動の連携を図るため、県関係機関、団体が行う青少年健全

育成関係諸会議、大会等へ出席・参加し、協力・連携を深めながら効果的な運

動の推進を図った。 

また、15の機関・団体の事業に対し、後援を行った。 

〇関係機関・団体との連携先（12 機関団体） 

・茨城県青少年健全育成審議会 

・茨城県子ども･若者支援地域協議会 

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実行委員会 

・茨城県安全なまちづくり推進会議 

・茨城県暴走族対策会議 

・“社会を明るくする運動”茨城県推進委員会 

・チャレンジいばらき県民運動 

・茨城県ユースホステル協会 

・全国青少年育成県民会議連合会 

・公益社団法人 茨城原子力協議会 

・公益財団法人 茨城県暴力追放推進センター 

・茨城県 20 歳未満喫煙防止対策協議会 

（５）青少年心理アドバイザーの派遣 

青少年育成者の資質向上と地域活動の促進を図るため、青少年心理やカウン

セリング等に専門的な技術や知識を有する方を「青少年心理アドバイザー」と

して登録し、地域で開催する研修会等へ講師として派遣した。  

・青少年心理アドバイザー 13名 

・派遣  10 回 

（６）青少年関係事業の相談等 

青少年団体活動、青少年育成活動に関する相談に応じた。 

 

３ 青少年育成県民運動の周知強化事業 

青少年育成県民運動の充実と一般県民等へ更なる周知を図るため、賛助会員

及び事業協賛金等の募集活動を行った。 

 

 



（１）新賛助会員の確保 

〇実 績  76,000 円（新規加入 法人賛助会員 ５口 

個人賛助会員 ４口 

特別賛助会費 14 口） 

（２）協賛金・活動助成金等の受入等 

〇活動助成金  ライオンズクラブ国際協会 333－Ｅ地区   300,000円 

〇事業協賛金  公益財団法人 げんでん ふれあい茨城財団  500,000円 

株式会社ケーズホールディングス     100,000円 

水戸西ライオンズクラブ           50,000円 

Ｓ・Ｔｅｃフーズ株式会社         50,000円 

セフコフーズ株式会社           50,000円 

（役員等に関する事項） 

〇令和７年４月１日、役員等（正副会長、理事、監事及び青少年心理アドバ

イザー等）が、協会管理下の活動中に不測の事故にあった際に対応する傷

害保険に加入した。 

 

 

Ⅱ 地域活動推進事業 

１ 市町村民会議活動の推進 

地域において青少年育成運動を総合的に推進している市町村民会議等の活動

と組織充実のために支援を行った。 

（１）市町村民会議活動の支援  

市町村民会議の活動が促進されるよう、総会及び大会等への出席、訪問及

び電話等により活動の支援を行った。 

（２）市町村民会議の結成促進 

市町民会議未結成市町へ訪問し結成促進を図った。 

・訪問先 阿見町（令和７年 12月３日） 利根町（令和７年 12月 10日） 

（３）地区市町村民会議連絡会活動の支援 

地区市町村民会議連絡会の研修会に出席するなど、活動の支援を行った。 

・水戸地区青少年育成市町民会議連絡会（令和７年度事務局：小美玉市） 

・大宮地区青少年育成市村民会議連絡会（東海村） 

・県北地区青少年育成市町民会議連絡会（日立市） 

・鹿行地区青少年育成会連絡会（鹿嶋市） 

・土浦地区青少年育成市民会議連絡会（石岡氏） 

・稲北地区青少年育成市町村民会議連絡会（牛久市） 



・県西東部地区青少年育成市町民会議連絡会（下妻市） 

・県西西部地区青少年育成市町民会議連絡会（坂東市） 

 

２ 事業説明会・青少年育成研修会 

〇開催日  令和７年４月 25 日(金) 

〇会  場  県立青少年会館(水戸市) 

〇出席人数 108 名（35市町村、12正会員） 

〇内 容  ・令和７年度活動方針、事業計画及び予算について 

・令和７年度青少年育成県民運動の推進について (実施事業

の具体的な説明) 

・「令和６年度少年の主張茨城県大会」主張発表の映像上映 

・実践事例発表（令和５年度青少年団体等顕彰受賞者） 

①「村田小学校の児童のために」（常陸大宮市） 

（令和６年度青少年団体等顕彰受賞者） 

発表者：村田会 会 長  倉持 幸治 氏 

初代会長 飛田 浩一  氏 

②「地域で見守る子どもたち」（石岡市） 

（令和６年度青少年団体等顕彰受賞者） 

発表者：青少年を育てる石岡市民の会 葦穂支部 

支部長 青木 尚美 氏 

③「青少年育成つくばみらい市民会議の活動と親子凧作り・

凧あげ活動 」（つくばみらい市） 

発表者：青少年育成つくばみらい市民会議会長 兼 

みらい平支部支部長 

下総凧の会 会長 木田 裕通 氏 

・参加者との意見交換「青少年育成と連携の力」 

座 長：茨城県青少年育成協会 副会長 潮田 昌造 

 

３ 青少年育成市町村民会議訪問懇談会 

当協会役職員が市町村民会議を訪問し、青少年育成活動の進め方等について関

係者と意見交換を行い、県民運動の普及と市町村民会議の活動促進を図った。 

〇懇談会実施市町村民会議 

・青少年育成行方市民会議（行方市） 

令和７年 12 月 ２日(火) 行方市北浦庁舎  ５名出席 

・阿見町教育委員会生涯学習課（阿見町） 

令和７年 12 月 ３日(水) 阿見町中央公民館 ３名出席 

・青少年育成結城市民会議（結城市） 

令和７年 12 月 ９日(火) 結城市役所    ６名出席 



・利根町教育委員会生涯学習課（利根町） 

令和７年 12 月 10 日(水) 利根町役場    ６名出席 

・青少年育成五霞町民会議（五霞町） 

令和７年 12 月 12 日(金) 五霞町中央公民館 ６名出席 

・ひたちなか市コミュニティ組織連絡協議会 市民憲章実践部会 青少年部会 

（ひたちなか市） 

令和８年 １月 14 日(水) ふぁみりこらぼ  ４名出席 

 

４ 地域を編む孤立０(ゼロ)プロジェクト事業の実施 

生きづらさを抱える子ども・若者が、支援の網の目からこぼれ落ちてしまわな

いよう、地域での連携した支援を進める孤立０(ゼロ)の取り組みの全県的な波及

と複合的支援活動の発展を図る「地域を編む孤立０(ゼロ)プロジェクト事業」を

実施した。 

（１）合同研修会の実施 

不登校・ひきこもり、貧困問題など、子ども・若者が抱える生きづらさにつ

いて理解を深めるため、青少年育成団体等の合同研修会を開催した。 

〇開催日  令和７年 12 月 17日(水) 13:00～15:30 

〇主 催  (公社)茨城県青少年育成協会 

〇共 催  青少年育成市町村民会議 

茨城県ＰＴＡ連絡協議会 

茨城県青少年相談員連絡協議会（いばらき子ども見守りネット 

ワーク） 

茨城県生涯学習・社会教育研究会 

〇協 賛  株式会社ケーズホールディングス 

〇会 場  県立青少年会館（水戸市） 

〇参加者   91名 

〇内 容  ・基調講演 

常磐大学人間科学部心理学科 教授 秋山 邦久 先生 

・分科会 

＜分科会１「学校」＞ 

リリーガーデン小学校（水戸市） 

＜分科会２「地域」＞ 

笠原中学校区青少年育成会（水戸市） 

＜分科会３「家庭」＞ 

不登校から学ぶ親子の会 わたげ（阿見町） 

・全体会 

茨城県生涯学習・社会教育研究会 長谷川 幸介 会長 



（２）「地域を編む孤立０(ゼロ)プロジェクト」モデル事業の実施 

困難を抱える子ども・若者の支援活動に取り組む団体を公募・指定し、１団

体 10万円を限度として助成した。 

また、事業内容を機関紙「あけぼの」で紹介した。 

№ 実施団体（所在地） 事 業 名 

１ 
一般社団法人 茨城県子ども会 

育成連合会（水戸市） 
2025子ども会リーダー研修会 

２ 
笠原中学校区青少年育成会 

（水戸市） 
笠原地区の居場所づくり 

３ 
不登校から学ぶ親子の会 わたげ 

（阿見町） 
不登校親子の体験活動事業 

 

 

Ⅲ 青少年健全育成事業 

１ 少年の主張茨城県大会 

少年の社会への関心や視野を広めるとともに、物事を論理的に考える力や自ら

の主張を正しく理解してもらう力などの育成を図るため、県内中学生から主張文

を募集し、優秀者 10 名が発表する県大会を開催した。 

〇開催日  令和７年９月 26 日(金) 

○場 所  コミュニティセンター城里 ホール 

〇共 催  城里町  城里町教育委員会  城里町校長会 

青少年育成城里町民会議 

〇協 賛  Ｓ・Ｔｅｃフーズ株式会社  セフコフーズ株式会社 

〇応募総数 10,094 作品（参加中学校数 120中学校（31市町村）） 

○推薦数  (公社)茨城県青少年育成協会への推薦 223 作品 

〇参加者  約 600名（町立常北中学校及び桂中学校の生徒、市町村民会議、

青少年育成関係者等） 

〇最優秀者（茨城県知事賞） 

ひたちなか市立勝田第二中学校 ３年 永尾 美晴 さん 

・全国大会出場候補者として、最優秀者（茨城県知事賞受賞者）を関東甲信

越静ブロック審査(書類審査)へ推薦し、11 月 16日(日) 開催の全国大会

において、国立青少年教育振興機構努力賞を受賞した。 

・発表記録集及び主張発表（10 名）を収録したＣＤを作成し、全中学校、市

町村教育委員会、市町村民会議及び正会員団体等へ配付した。また、映像

を収録したＤＶＤを作成し、常北中学校及び桂中学校、発表者へ贈呈する

とともに、市町村で開催される研修会にＣＤと併せて活用を図った。 



・10月 30日(木) 三富事務局長が LuckyFM 茨城放送に出演し、県大会の模様

を紹介するとともに、永尾さんの主張発表とインタビューが放送された。 

 

 

Ⅳ 明るく楽しい家庭づくり・「地域親」推進事業 

１  大人のマナーアップ運動―大人が変われば、子どもも変わる―の推進 

地域の大人や親一人ひとりが、自分自身を省みて子どもたちの手本になるよう

心がける「大人のマナーアップ運動―大人が変われば、子どもも変わる―」の普

及啓発を図った。併せて「ながらスマホ０(ゼロ)」県民運動の普及啓発を推進した。 

『大人のマナーアップ宣言』 

・スマホを閉じて子どもに目を向ける 

・子どもの笑顔をつくれる大人になる 等 

（１）「大人のマナーアップ運動―大人が変われば、子どもも変わる―」「あいさつ・

声かけ運動」街頭キャンペーンの実施 

県民に広くアピールするために、関係機関・団体と連携し、「大人のマナー

アップ運動―大人が変われば、子どもも変わる―」及び「あいさつ・声かけ運

動」街頭キャンペーンを実施した。 

 

日 程 実施場所 実施主体 参加者数 

10月 31日(金) 十王駅 

日立市青少年育成推進会議 273名 
11月 ５日(水) 

日立駅 

常陸多賀駅 

11月 ６日(木) 
小木津駅 

大甕駅 

11月 ４日(火) 

土浦駅 

神立駅 

荒川沖駅 

土浦市まちづくり市民会議青少

年育成部 

土浦市青少年相談員連絡協議会 

309名 

11月 ５日(水) 新鉾田駅 青少年育成鉾田市民会議 36名 

11月 ７日(金) 下館駅 青少年育成筑西市民の会 108名 

４月 12 日(土) 

ひたちなか市

総合運動公園

市民球場 

(公社)茨城県青少年育成協会 15名 

11月 １日(土) 
かみす防災 

アリーナ 
(公社)茨城県青少年育成協会 14名 



11月 ９日(日) 

ケーズデンキ 

スタジアム水

戸 

(公社)茨城県青少年育成協会 13名 

 

（２）啓発資料の作製 

市町村民会議等へのぼり旗及びポケットティッシュ（「あいさつ・声かけ運

動」と併記）の共同作製を斡旋した。 

〇大人のマナーアップ のぼり旗 

・市町村民会議等共同作製 ３市町 60 枚 

〇大人のマナーアップ、あいさつ・声かけ運動 ポケットティッシュ 

・市町村民会議等共同作製 10市町 30,000個 

・(公社)茨城県青少年育成協会作製 10,500個 

 

２  「あいさつ・声かけ運動」の推進 

地域の大人と子ども、大人同士、子ども同士のコミュニケーションを広げる「き

っかけ」とするため、家庭、学校、地域の中で日々「あいさつ・声かけ」が交わ

されるよう、県民や関係機関・団体への普及啓発に取り組むとともに、青少年育

成市町村民会議等が推進主体になって地域で運動を展開するよう支援した。 

（１）【再掲】「あいさつ・声かけ運動」「大人のマナーアップ運動―大人が変われ

ば、子どもも変わる―」強調月間街頭キャンペーンの実施 

（大人のマナーアップ運動―大人が変われば、子どもも変わる―」参照） 

（２）啓発資料の作製 

市町村民会議等へのぼり旗及びポケットティッシュ（「大人のマナーアップ

運動」と併記）の共同作製を斡旋した。 

〇あいさつ・声かけ運動等 のぼり旗 

・市町村民会議等共同作製 10市町 735枚 

〇【再掲】大人のマナーアップ、あいさつ・声かけ運動 ポケットティッシュ 

（「大人のマナーアップ運動―大人が変われば、子どもも変わる―」参照） 

 

３ 明るく楽しい家庭づくり運動の推進 

（１）「家庭の日」の推進 

家族の絆を深め、家庭を大切にし、明るく豊かな家庭を築く「家庭の日」

（第３日曜日）を推進した。 

①「家庭の日」絵画・ポスターの募集  

市町村及び市町村民会議に小学生の部、中学生の部、各３作品以内として募

集を行った。 



市町村及び市町村民会議から推薦のあった作品については、専門家等によ

る審査委員会の審査を行い、最優秀作品６点を決定した。 

最優秀賞受賞者には、「ぺんてる賞」として、ぺんてる株式会社（現：アス

トラム株式会社） 茨城工場 様から記念品が贈られ、令和８年２月 10日(火)

に開催した青少年健全育成茨城県推進大会における表彰式において表彰した。 

また、推薦作品は、機関紙「あけぼの」及びホームページで紹介するとと

もに、イオンモール水戸内原、イオンモールつくばを会場に、それぞれ１週

間の展示を行い、「家庭の日」の普及を図った。 

〇応募状況 

・市町村応募数（27 市町村） 

小学生の部 3,453 作品 中学生の部 395 作品 合計 3,848 作品 

・県青少年育成協会への推薦 

小学生の部 77作品  中学生の部 43 作品  合計 120作品 

〇「家庭の日」絵画・ポスター審査 

・令和８年１月 16 日(金) 県立青少年会館（水戸市） 

     ・審査委員会 

茨城県学校長会（茨城県教育研究会） 

茨城県福祉部子ども政策局 青少年家庭課 
茨城県ＰＴＡ連絡協議会 

日本ボーイスカウト茨城県連盟 

(公社)茨城県青少年育成協会 

〇「家庭の日」絵画・ポスター展示 

・令和８年１月 20 日(火)～１月 26 日(月) 

イオンモール水戸内原 ２階イオンスタイル前通路 

・令和８年１月 30 日(金)～２月５日(木) 

イオンモールつくば １階インフォメーション前通路 

※作品の展示・撤去については、「青少年を育てるつくば市民の会」の 

多大な協力により効率的に作業を進めることができた。 

〇最優秀賞受賞者 

・賞状の授与及び記念品の贈呈 

・令和８年２月 10 日(火) 青少年健全育成茨城県推進大会で表彰 

№ 氏 名 学校・学年 タイトル 

１ 大髙 志乃 那珂市立横堀小学校  ４年 家族で見た満天の星 

２ 上山 椋太 那珂市立菅谷東小学校 ５年 みんなで波の中 

３ 中嶋 優陽 筑西市立明野五葉学園 ５年 夏の一日 



４ 川井  樹 石岡市立八郷中学校  １年 家庭菜園 

５ 西 優姫羽 石岡市立石岡中学校  ２年 温かな家族の絆 

６ 押野 胡桃 鉾田市立旭中学校   ３年 おおばあ、おめでとう！ 

 

４ 青少年健全育成茨城県推進大会 

子育て中の親や青少年育成関係者が一堂に会する大会を開催し、青少年団体等

顕彰式等の「表彰式」や、少年の主張茨城県大会の「事業報告」の他、短期里親

や社会的養護の子どもたちの支援に取り組む 佐東亜耶 氏の講演会を通して、子

ども・若者育成支援活動への積極的な参加を呼びかけ、青少年育成県民運動のよ

り一層の理解と啓発を図った。 

（１）開催日  令和８年２月 10 日(火) 13:00～15:30 

（２）主 催   (公社)茨城県青少年育成協会 

青少年育成市町村民会議 

（３）協 賛  公益財団法人 げんでん ふれあい茨城財団 

          ライオンズクラブ国際協会 333-E地区 

（４）会 場  ひたちなか市文化会館(ひたちなか市) 

（５）参加者  877 名 

（６）内 容  〇開会式 

・開会のことば 

・主催者あいさつ 

・来賓祝辞 

・来賓紹介 

〇表彰式 

・「家庭の日」絵画・ポスター表彰式 

・感謝状贈呈式 

・青少年団体等顕彰式 

〇事業報告 

令和７年度少年の主張茨城県大会 茨城県知事賞受賞 

令和７年度少年の主張全国大会 

国立青少年教育振興機構努力賞受賞 

ひたちなか市立勝田第二中学校 ３年 永尾 美晴 さん 

〇講演会 

「“ふつうの家庭”ってなんだろう？ 

―社会的養護の現場から見えた、家庭のかたち―」 

一般社団法人泉鳳 ／ 一般社団法人 BEAUDOUBLE 

代表理事 佐東 亜耶 氏 

 



 

Ⅴ 非行防止・社会環境浄化推進事業 

１ 薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ。」普及運動の推進 

茨城県及び茨城県薬物乱用防止指導員協議会が主体となって実施する「ダメ。

ゼッタイ。」普及運動に市町村民会議と共に参加協力をした。 

(１)「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６.２６ヤング街頭キャンペーンへの参加活動 

・実施日 令和７年６月 21日(土) 

・場 所 水戸駅 

(２)「ダメ。ゼッタイ。」看板設置による広報啓発活動 

県立青少年会館に薬物乱用防止の啓発看板を設置して広報啓発活動を行った。 

 

２ 20 歳未満の喫煙防止活動の推進 

茨城県 20 歳未満喫煙防止対策協議会が主体となって実施する 20 歳未満喫煙

防止街頭キャンペーンに、国・県関係機関、市町村民会議、県青少年相談員連絡

協議会（いばらき子ども見守りネットワーク）、県更生保護女性連盟、県たばこ販

売協同組合、日本たばこ産業(株)茨城支社等とともに参加協力し、20歳未満の喫

煙防止啓発活動の推進を図った。 

・実施日  令和７年７月 10 日(木) 

・場 所  水戸駅 日立駅 土浦駅 取手駅  下館駅 

・参加者総数 143名 

・県 20 歳未満喫煙防止対策協議会（８月 21日開催、２名出席） 

 

３ 安全なまちづくり県民運動の推進 

茨城県安全なまちづくり推進会議が主体となって実施する広報啓発活動など

に協力し、青少年が安心して暮らせるまちづくりを推進した。 

 

 

Ⅵ 青少年会館運営事業 

１ 茨城県立青少年会館（研修室）の運営＜公益目的事業＞ 

指定管理者である茨城県立青少年会館において、青少年及び若者の研修、学習、

その他の活動を促進することを目的とする施設貸与を行った。 

（１）利用状況の分析とチラシ配布による広報活動 

（２）ホームページ等を活用したアイルームの利用促進 

（３）利用者アンケート調査の実施 

青少年が利用するフリースペース「アイルーム」に関しては、自主学習など個

人で利用できるよう仕切りのある机を設置し、案内チラシを配布して利用促進を

図ったところ、前年に比べて利用が大きく増加した。 



 

２ 茨城県立青少年会館（研修室）の運営＜収益事業＞ 

指定管理者である茨城県立青少年会館において、青少年等以外に対する施設貸

与を行った。ホームページで利用方法や夜間利用などをＰＲして利用促進に向け

て広報を行ったが、前年度と比べて利用件数は若干減少した。 

 

３ 青少年育成事業 

(１) ユーストレーニングキャンプの開催 

「茨城県高校生会サミット実行委員会」と共催で、高校生会交流会を開催した。 

○日 程  令和７年８月 11日(月・祝) 12:30～15:30 

○会 場  茨城県水戸生涯学習センター（水戸市） 

〇参加者  106名（うち高校生 86名） 

○内 容  １．講話・講評 

       茨城県生涯学習・社会教育研究会 会 長 長谷川 幸介 氏 

       茨城県生涯学習・社会教育研究会 事務局長 大月 光司 氏 

       ＮＰＯ法人ひと・まちねっとわーく 理事長 池田  馨 氏 

２．ブース発表（12団体） 

・水戸市サブリーダーズ会 

・日立ヤングリーダーズクラブ 

・笠間市リーダーズクラブ 

・ひたちなかリーダーズクラブ 

・かすみがうら市リーダーズ高校生会 

・那珂市高校生会 

・大洗町高校生会 

・東海村高校生会 

・境町高校生会（clover） 

・一般社団法人オリーブ協会 水戸二高支部 

・E-nnovation Academy 

・For Everyone Study 

 令和６年度 令和７年度 前年度比 

 青少年等利用件数  347 件  364 件 104.9 ％ 

 アイルーム利用人数  3,107 人  6,998人 225.2 ％ 

 令和６年度 令和７年度 前年度比 

 一般(青少年等以外)利用件数 1,388 件 1,325 件 95.5 ％ 


